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とちぎ秋まつり概要について        

                           栃木県栃木市 

 

 

江戸との舟運、そして日光例幣使街道の宿場町として栄えた「蔵の街 栃木市」には、

商人の心意気が残っています。 

「とちぎ秋まつり」は明治７年（１８７４年）、県庁構内（当時栃木町、現在の栃木市）

で行われた神武祭典に山車を繰り出し祝ったことに始まります。 

 まつりに繰り出す山車は「江戸型人形山車」と言い、江戸時代に創られ、天下祭り（江

戸山王祭）に巡行していた「静御前」や、人形師・三代目原舟月などの名工たちの手によ

る人形山車が競い合うように繰り出し、町をあげて開催されるようになりました。 

 昭和１２年の市制施行を境に概ね５年ごとに開催されてきましたが、平成１８年の開催

を契機に隔年開催となりました。 

 今年のまつりには、現存する９台の人形山車と獅子頭１対が蔵の街に繰り出します。蔵

の町並みや巴波川の景観とともに「とちぎ秋まつり」を是非お楽しみください。 

 

名  称  平成２８年とちぎ秋まつり 

 主  催  とちぎ秋まつり実行委員会 

日  時  平成２８年１１月１１日（金） ○こども山車まつり 

       １０時～１６時 

      平成２８年１１月１２日（土）、１３日（日） ○本まつり 

各日９時～２１時 

会  場   とちぎ蔵の街大通りを中心として、その周辺及び山車所有町内 

巡行山車等  山車 ９台、獅子頭 1対 

観光客数   ３日間合計（見込み）４００，０００人 

（平成２６年 ３７９、０００人） 

見どころ  ○江戸から明治にかけて創られた豪華絢爛な人形山車 

○山車を向き合わせて、「ぶっつけ」（お囃子競演）の披露 

       ○山車の巡行の他に、地元の産業と物産展、郷土芸能（お囃子、神楽等）  
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■トピック 

(1)栃木の人形山車 

  栃木の人形山車は江戸型人形山車と呼ばれ、上下三段 

構造となっています。最上部には人形、次に上段幕に囲 

まれた枠、そして一番下が見送り幕で囲まれた枠です。 

 これは山王祭などで将軍上覧の際、山車の高さよりも 

低い江戸城の城門をくぐるため、上下にスライドさせて 

山車の高さを調整する必要があったからです。 

 本来、江戸型人形山車は牛に曳かせる二輪の台車構造 

でしたが、現在ではその多くは人が曳く四輪の山車とな 

っています。 

  江戸型人形山車の特徴である人形は、主に古事記や日 

本書紀に登場する神々や英雄、民俗信仰や伝説にちなん 

だもの、中国の英雄、豪傑を模したものなど、多彩な顔 

ぶれとなっています。 

 また、複数の山車が向きあって、お囃子を競い合う｢ぶっつけ｣がまつりの見どころの

一つで、各山車を曳く職方の頭同士の申し合わせによってぶっつけが始まります。ぶっ

つけの時は、職方などが提灯を振り 

つけの時は、職方などが提灯を振りかざし、掛け声をかけながら、お囃子を盛り上げま

す。お囃子の調子がずれた山車が道を譲るのがお約束です。 

 

 

(2)こども山車まつりの開催 

山車祭りを将来に亘り伝承していくため、市内

小学校にお声掛けをして子どもたちに参加して

いただいております。 

今年も、栃木市全域の小学校に参加を募り１１

日（金）を特に「こども山車まつり」と称し、約

２，２００名の子どもたちに山車を曳いてもらい

ます。お揃いの半纏と祭りの手ぬぐいを首から提

げた粋な格好の子どもたちの晴れ姿をお楽しみ

下さい。 

日時：11月 11日（金）10：00～12：00（６台の山車+獅子頭） 

13：15～15：30（９台の山車+獅子頭） 

場所：とちぎ蔵の街大通りを中心として、その周辺及び山車所有町内 

【子どもたちによる山車引き】 

 

【倭町三丁目の静御前】 

【ぶっつけの様子】 



H28.10.14 定例記者会見資料【観光振興課】 

- 3 - 

 【夜のぶっつけは一段と盛り上がる】 

(3)暗闇に浮かび上がる人形山車 

夜の山車巡行は、各山車に提灯の明かりが灯 

り、幻想的な世界が広がります。 

闇に浮かび上がる山車の姿は息をのむほど 

の美しさです。 

また、今年も前回同様に、全ての山車の提灯 

等の灯りがＬＥＤ電球になります。省エネでか 

つ安全なＬＥＤが祭りの趣を大きく盛り上げ 

ます。 

 

日時：11月 12日（土）13日（日） 

場所：とちぎ蔵の街大通り（万町交番交差点からＮＴＴ交差点まで） 

 

 

 (4)各地域伝統芸能の参加 

山車祭りは、開催そのものが伝統文化の継承に繋がってまいります。 

今回、各地域で継承されている伝統芸能が会し、各会場でまつり協賛行事として行

われます。 

これを機に、各地域の団体間で交流が進み情報交換等が行われ、伝統の継承に弾み

がつくことが期待されます。 

 

●お囃子 

日時：11月 12日（土）、13日（日）10：00～17：00 

場所：栃木駅前・万町蔵の街広場・銀座通り 

内容：市内各地域のお囃子演奏 

 

●お神楽 

日時：11月 12日（土）13日（日）10：00～15：00 

場所：神明宮 

内容：市内各地域の団体による演舞 

 

●和太鼓 

日時：11月 12日（土）13日（日）10：00～16：00 

場所：銀座通り 

内容：市内各地域の和太鼓演奏 
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 (5)市民協賛のお願い 

とちぎ秋まつりでは、市民挙げての祭りとして多くの皆様に支えていただくため、

協賛金を募っております。開催趣旨をご理解いただきご協力をお願いいたしておりま

す。 

協賛金：一口 1,000円から 

     特典①秋まつり特設会場にてお名前を掲示いたします。 

       （11/10までに協賛いただいた方の中で希望者のみ） 

     特典②秋まつり特製木札を差し上げます 

       （希望者のみ） 

 

募集期間：平成 28年 11月 13日（日）まで 

特記事項：ご協賛金については秋まつりの運営にのみ使用いたします。 

     荒天等により、祭りが中止の場合でも協賛金は返還いたしません。 

     皆様からご提供いただいた個人情報の取り扱いについては、上記に基づ 

き皆様にお知らせした利用目的以外では使用いたしません。 

 

 

 (6)おもてなしの充実 

これまで、とちぎ秋まつりには、市内はもとより県内外から多くのお客様にお越し

いただいております。お越しいただいた皆様には、より楽しく過ごしていただくため、

案内看板の設置、トイレの増設、駐車場の確保など、基本的な取り組みのほか、おも

てなし事業を用意いたしました。 

 

●観光ボランティアの活躍 

栃木駅の案内所や街なかで案内業務に従事していただくほか、シャトルバスにバ

スガイドの格好で同乗し会場到着までの間、祭りの見どころや各種協賛行事を紹介

し、お客様の気持ちを和ませ、楽しく過ごしていただけるよう配慮いたします。 

 
●無料休憩席の設置 

  市役所東側に前回要望の多かった山車も観覧できる無料休憩席を設置いたします。

（招待者の方の山車観覧席としても使用いたします。） 

 

●その他 

ⅰ祭り情報をより詳しく伝えるため、秋まつりの特設ホームページを開設 

ⅱ秋まつりグッズを製作し、まつり会場や観光協会等で販売予定 
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 (7)新たな取り組み 

   ●協賛企業の拡大 

    協賛を依頼する企業数を拡大し、９１社より協賛をいただきました。（前回１８

社）協賛金額も４１９万円に増加いたしました。（前回２００万円） 

 

   ●無料休憩席の設置 

    椅子に座って山車を観覧できる無料休憩席を市役所東側の大通り沿いに設置いた

します。 

    こちらは招待者の方の山車観覧席としても使用いたします。 

 

   ●山車の曳き手の募集 

    今回、実行委員会として、初めて山車の曳き手の募集を行いました。 

    市内在住の方で、とちぎ秋まつりに熱い志を持っている方が対象で、現在、５名

の方に応募いただきました。 

 

 

 (8)同時期開催行事 

   今回の祭りでは、まつり会場内にて下記行事を同時期に開催いたします。 

 

●栃っ子茶屋 

 日時：11月 12日（土）、13日（日）10：00～21：00 

 場所：栃っ子広場 

内容：栃木市商店会連合会の主催で、飲食物の販売を行います。 

 

●江戸芸かっぽれ 

 日時：11月 12日（土）、12：00～12：30 

 場所：蔵の街大通り 

 内容：櫻川流江戸芸かっぽれの皆さんが、山車の巡行に花を添えます。 

 

●栃木市 PR ブース 

 日時：11月 12日（土）、13日（日）10：00～21：00 

 場所：蔵の街第一駐車場 

 内容：市内各地域の魅力紹介ブースを設置します。 

 

●栃木市の産業と物産展 

 日時：11月 12日（土）、13日（日）10：00～21：00 

 場所：蔵の街第一駐車場 

 内容：栃木市と栃木商工会議所が主催し、市内で製造・加工された製品・物産品等

を販売します。 
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●うずま川舟行イベント 

 日時：11月 12日（土）、13日（日）9：30～16：30 

 場所：巴波川（塚田歴史伝説館西側） 

 内容：ＮＰＯ法人蔵の街遊覧船が舟行イベントを開催します。 

 

●社会参加促進事業・写真教室 

 日時：11月 11日（金）～13日（日）9：00～17：00 

 場所：小山高専サテライトキャンパス 

 内容：栃木障がい者の自立をめざす会が障害者等の写真作品展示及び 

写真教室（11/12・11/13、14:00～）を開催します。 

 

●菊花大会 

 日時：11月 4日（金）～18日（金）9：00～17：00 

 場所：小江戸ひろば 

 内容：栃木親菊会が菊人形・立菊・ダルマ・福助・盆栽・ローソク・特別花等を展

示します。 

 

●秋季銘品盆栽展 

 日時：11月 11日（金）～13日（日）9：00～20：30（11/11は 17：00まで） 

 場所：蔵の街観光館北蔵 2階 

 内容：日本盆栽協会栃木市支部が盆栽・銘木を展示します。 

 

●呑龍さま縁日 

 日時：11月 13日（日）10：30～16：00 

 場所：近龍寺境内 

 内容：近龍寺が主催し、大道芸、野点等のイベントを開催します。 

 

●骨董市 

 日時：11月 12日（土）、13日（日）10：00～16：00 

 場所：近龍寺門前及び参道 

 内容：栃木市商店会連合会が主催し、骨董市を開催します。 

 

●マスコットキャラクター「とち介」コーナー 

 日時：11月 12日（土）、13日（日）11：00～18：00 

 場所：市役所北側駐車場 

 内容：とち介ふわふわハウス体験、とち介グッズ・秋まつりグッズを販売します。 

 

●とちぎ江戸茶屋 

 日時：11月 12日（土）、13日（日）10：00～16：00 

 場所：横山郷土館 

 内容：江戸スイーツと煎茶等を販売します。 

問合せ先 観光振興課 観光イベント係 担当 茂呂 ℡0282-21-2374 


